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６.  書評

　「アメリカでは皆、自分の意見を持って堂々としているのに、僕はほとん
ど何も言えなかった。議論では取り残されるし、マズい、どうにかしなけれ
ば」アメリカでの駐在を終えて日本に帰国したビジネスマンの声である。こ
のビジネスマンと同じような悩みを抱えている日本人にむけて、自分の意見
を伝える力について教えてくれる本である。そもそも「意見」には「間違っ
た意見」などはなく、意見は一人ひとりが自分の頭の中で作り出すもので、
賛成する意見、反対する意見というものはあっても、「絶対的に正しい意見」
というものはなく、「正しい意見」がないのであれば、「間違った意見」もな
い、つまり、意見を伝えたり、議論をしたりする場は本来、「言っているこ
とが正解かどうか」を評価する場ではない。といった考えにそって、日本の
社会や学校では教えてくれない「意見の伝え方」を教えてくれている。
　本書の内容は大きく分けて４つの Lesson から成っていて、意見を伝える
ためのコツがたくさん紹介されている。例えば Lesson １「世界のエリート
が学んできた伝え方のコツ」ここではいくつかのコツを教えてくれる。
　コツ１：『とにかく結論を先に言う』　意見の最重要情報は結論である。日
本語は英語と比較した時にどうしても結論を後回しにしたくなる言語なの
で、とにかく結論を先に言う癖をつけるようにする。
　コツ２：相手に合った話し方で話す。専門的な用語などは避けて、相手の
年齢・職業などを考慮して分かりやすい言葉で話をするように心がける。
　コツ３：話全体の流れを見せる。この話はいつまで続くのだろうと思われ
ては相手にストレスをあたえてしまうので、話は今全体のどのあたりまで来
ているのかを伝えることが大切である。

「世界のエリートが学んできた
     自分の考えを『伝える力』の授業」

著者：狩野 みき
出版：日本実業出版社
発行：2014 年 6 月 6 日

     自分の考えを『伝える力』の授業」

田代君が目に見えて変わった、成長したと感じました！
　旭電機化成株式会社　専務取締役　原 守男
　1957 年 大阪市生まれ
　1993 年頃より 20 年間で生活に密着した自社商品を 800 アイテムほど開発
販売。下請け加工業との二刀流（半分脱下請け）を目指し企業経営をしている。

人と人がつながることの大切さを改めて感じました！
　大阪商業大学　経済学部 4 年生　田代 翔太
　大阪府立高石高等学校　出身
　第 11 回大商大ビジネス・アイディアコンテスト課題部門において、東大
阪商工会議所会頭賞を受賞。

旭電機化成株式会社
　自社のオリジナル商品は 60％を占め、

「しっぷ貼りひとりでペッタンコ」「電池
アダプター」など数々の商品を生産。「ア
イディアを暮らしに！」をキャッチフ
レーズに開発された商品は約 600 点。

［会社概要］
　称号 旭電機化成株式会社 資本金 75,000,000 円
　創業 昭和 8 年 2 月 1 日 年商 20 億円（2007 年度）
　設立 昭和 25 年 11 月 25 日 従業員数　150 名

商品紹介
　『マグネット反射ワッペン』は、
車のライトなどの光が当たること
で、自分の存在を知らせることが
できる高輝度反射ワッペンです。
　歩行者の服やカバン、帽子など
に磁石で簡単に、自由に、自分の
思いどおりに取り付けることができる可愛い交通安全対策商品です。デザイ
ンは「招き猫」「クローバー」「肉球」の 3 タイプで展開中です。
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　コツ４：大事な箇所は繰り返す。相手は人間であり、聞いたことは忘れる。
したがって大切な話は繰り返すといった実にシンプルなコツである。
　コツ５：断定的な口調は避ける。断定的な言い方は相手が反感を感じてし
まうかもしれない。
　このように自分の考えを伝えるためのコツが、多く紹介されている。横並
びで頑張っていれば安心という時代は終わり、世はグローバル社会。自分の
意見をきちんと持ち、それを伝え、議論することが出来なければ存在感がな
くなってしまう時代である。謙虚な姿勢や場の空気を読む心配りは、日本人
の美徳である。先日、生徒と共に香港で販売実習を行った。日本とは正反対
で自分の主張をしなければ誰も気付いてくれない。そんな雰囲気が漂ってい
た。日本の美徳は大切にしながらも、グローバル社会で必要な意見を伝える
力をしっかりと身につけることは、これからの社会を強かに生き抜く若者に
は必要なことなのだと思う。

起業教育研究会　企画委員
京都府立京都すばる高等学校 企画科学科長　貴島 良介
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　沖縄の基地問題が取りざたされると、必ず「アメリカ海兵隊」という単語
を耳にする。ただ、海兵隊という単語は良く耳にするけれど、その組織につ
いてはそれほど理解されていないのが現状ではないだろうか。この本はアメ
リカ海兵隊について、歴史から海兵隊の意義、そして軍隊と言う非営利の組
織の自己革新の方法や動機につい述べている。

　この本を読むまで全く知らなかったが、意外なことに海兵隊は常に不要論
と共にその存続が危ぶまれてきた組織であるらしい。確かに、アメリカ以外
の国は海兵隊を保持していないし、海兵隊は、軍艦も戦車も飛行機も（あの
オスプレイも海兵隊の装備品である）装備している。つまり、海兵隊の装備
は海軍や陸軍で代替可能なのだ。

　では、何故、海兵隊は廃止されず存続し、現在もアメリカの世界展開の中
心的な役割を果たしているのだろうか。そこに著者の海兵隊に対する興味と
組織への分析がある。
　海兵隊は 19 世紀の創設期、軍艦に乗船し、敵の船に乗り移って敵を銃剣
で制圧するという時代を経て、島嶼に上陸し敵を制圧する任務、さらにはヘ
リコプターによる空からの攻撃へと手法を変えていく。時代の変化を読み、
最新のテクノロジーを装備品としてとりいれ（オスプレイもその典型らし
い）、攻撃の手法を変えていく柔軟さが海兵隊を存続させたのだと著者は言
う。そういう変革を可能にさせたのは、海兵隊が常に存続の危機に立たされ
ていたこと（陸海軍からどの時代も廃止論が上がっていた）と、戦場に「ラ
イフルマン（狙撃のプロ）」を送り込むというコアコンセプト（組織に普遍
の価値観）をもっていたからだと結論付けている。

「アメリカ海兵隊」

著者：野中 郁次郎
出版：中公新書
発行：1995 年 11 月


